
  

◆  言葉は心の現れ ～美意識を育てる～ ◆ 

 

ある朝、中庭の草抜きをしていたところ、登校してきた１

年生が、「校長先生、何をしているのですか。」と声をかけて

くれました。私は、「草がね、生えているから抜いているので

すよ。」と言葉を返しました。１年生であれば、「校長先生（時

には、園長先生と呼ばれることも）、何しよん。」といった言

葉が出てくるのが普通です。かけられた言葉からその子はそれを乗り越えており、成長の様子が伺えました。 

右の文を思い出しました。私が箴言としているものです。学校の中では、まだまだ暴力的な言葉を使ってい

る子どもがいます。子どもですから、感情的になったときは、そうした言葉が出ることもあるでしょう。しか

し、それが日常化していないところに、豊原小学校の子どものよさがあります。よき言葉が、子どもによき生

き方を示していると感じています。こうした言葉の文化は、高学年から低学年へと受け継がれ、よき学校文

化になっていると感じています。是非とも、継承していかなくてはならない不易の文化だと考えます。 

私に声をかけてくれた１年生に、「すごいね、美しい言葉づかいができているね。ありがとう。」と私は話

しました。その子は満足そうな顔で、靴箱へ勇んで行っていました。子どもの頃から、美しいものへの価値付

けをすることで、子どもなりの美意識が育つのではないでしょうか。 

テレビや YouTube、世の中には暴力的な言葉が飛び交っています。そうした言葉は知っていても、時と場を

弁えて使わない子どもに育てていきたいものです。 

【文責 森  昭二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豐原小学校だより

令和３年６月号 

よき言葉の断絶は、 

よき生き方の断絶である。 

言葉の貧困は、暴力を生む。 

言葉は心を生み、心は言葉を生む。 

小林 秀雄（作家・評論家） 

〇プール開き【６月２日】 

 今年のプール開きは、放送朝礼で行われました。各学年

の児童代表が決意の言葉をしっかりと述べたあと、和良

地先生からプール使用上の注意 

についてお話を聞きました。 

 短期間の水泳学習ですが、安

全に気をつけながら上手な泳ぎ

方を身に付けたいものです。 

           

〇なかよし人権集会【６月 23 日】 

 なかよし人権集会が放送朝礼で行われました。各クラ

スの代表者が「なかよしめあて」を発表し、氏家先生か

ら人権の尊重についてお話を聞きました。 

           人権を守ることは、人が人らし

く、幸せに生きるために必要なこ

とです。お互いの立場を考え、思

いやりの気持ちをもって友だちに

接することを心がけましょう。 
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